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1. 次の関数の与えられた点におけるテイラーの定理の式を与えられた次数の項まで求めよ．

(1) f(x, y) = 1
1 + x+ y2

, (0, 0), 2次まで

(2) f(x, y) = log(2 + x− y), (1, 0), 3次まで

2. 方程式 xey + 1− y = 0 で与えられる曲線を考える．この曲線上の点 (−1, 0) の周りでこの曲線
が陰関数 y = ϕ(x) を定めることを確かめ，ϕ′(x) を x, y で表せ．また，点 (−1, 0) におけるこ
の曲線の接線の方程式を求めよ．さらに ϕ′′(x) を x, y で表せ（Hint: レジメNo.06の演習 2）

3. 曲線 x3 + y3 = 1 上の点
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)
における接線の方程式を求めよ．

4. 曲線 y2 = (x+ 1)2x の特異点を求めよ．

5. 次の曲面 (x− 2)2 + (y + 1)2 + (z − 3)2 = 10 上の点 (2, 0, 0) における接平面の方程式を求めよ．
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